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風疹って？？どんな感染症？  飛沫感染を主とします。 

発熱、発疹、リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性発疹症である。 

症状は不顕性感染から、重篤な合併症併発まで幅広く、臨床症状のみで風疹と診断することは困難な疾患である。 

風疹に感受性のある妊娠 20 週頃までの妊婦が風疹ウイルスに感染すると、出生児が先天性風疹症候群を発症す

る可能性がある。 

症状は？ 

 

 

 

 

 

感染 

 

 

 

 

 

 

検査 

急性期の咽頭ぬぐい液、血液、尿から風疹ウイルス遺伝子を RT-PCR 法、リアルタイ RT-PCR 法等の方法で検

出する方法が最も早期診断に有用であるが、実施可能な機関は一部の研究所や大学等に限られている。 

血清診断は健康保険適応になっており、一般的に最も多く用いられている。赤血球凝集抑制反応（HI）、酵素抗

体法（ELISA）が代表的である。 

5類感染症 全数報告 

 

治療 

対症療法 

 

就業制限 

あり 発疹発症消失まで または解熱後など発症の状況で解除 

 

 

 

 

潜伏期間（14日～21日） 症状出現（14日～24日） 

発熱、発疹、リン

パ節腫脹（ことに

耳介後部、後頭

部、頚部）が出現。 

 

ウイルス排出期間 

発疹前後 1週間 

発疹は淡紅色で、小さく、皮膚面よりやや隆起して

おり、全身に広がるにはさらに数日間を要すること

がある。通常色素沈着や落屑はみられないが、発疹

が強度の場合にはこれらを伴うこともある。 

解熱するとウイルス排

出量減少 



 

発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意すべき年代 

男性：30～40歳後半までの発生が多いです。 

女性：20～40歳後半までの発生は多いです。 

流行地域への旅行な

ど注意しましょう 

青森県検出はなし 

しかし中国、答案アジアからの旅行客増加！注意 


